
こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。いつも「たんちょう通信」をお読み

下さり、誠にありがとうございます。弊社は今年10月中頃に新卒採

用試験を実施しました。コロナの影響で1か月ほど遅くなりましたが、

例年同様に、四日市商業高等学校から1名の女子生徒が事務職と

して受けてもらいました。そして今年は大学4年生の男女1名ずつ営

業職として採用試験を受けに来られました。この大学生二人には事

前に3日間のインターンシップ（職場体験）を受けていただきました。生徒にとってはどん

な会社でどんな社風か、どんな仕事をするのかを知る良い機会ですし、会社側にとって

もどんな子なのかを知る良い機会です。お互いを事前に知る良いチャンスで、その後に入

社希望か否かをご自身で決めていただきます。それから試験を受ける流れです。弊社の

採用試験は一般常識問題と作文です。試験問題は一般常識程度で正直なところ、合格

点を設定していません。弊社が採用に際して重視している着眼点は3つです。①家族や

仲間を大切にしているか。「親兄弟や友達の悪口を言うとむしろ自分自身が悪く見られ

る。」②協調性はあるか。「どれだけ知識や技能があっても独り善がりで仕事は遂行出

来ません。」③人間一流を目指せるか。「コツコツと努力することは大切です。そこから

人格が形成されると思います。例えば毎朝の掃除など」この３つのポイントをなによりも

重視しています。それが分かるのが作文です。弊社が行動指針にしている「青年塾の合

言葉」30ページほどの小冊子を事前に渡し、自分の実体験を通じた内容の読書感想文

を書いてもらいます。文書なら「綺麗ごと」が書けるかもしれませんが、実体験を通じた

内容が大切で、そして自分で書いた以上は「言行一致」していただきます。入社する「約

束事」にもなります。幸いにして、今年も全員合格でした。笑 来年は、新たに3人の新

入社員が入ります。その内の2人が現在大学生です。かれこれ大卒を受け入れたのは、

20年ほど遡ります。「平成の就職氷河期」に直面した世代の「松永課長」と「樋口課

長」です。当時二人は、縁があって「丹頂

ガス」へ入社しました。今年はコロナ禍で

大手企業の採用が厳しくなっているところ

に、弊社は新たなご縁をいただくことがで

きました。来春からは新しい人材と共に、

更により良いサービスをご提供できるよう

努めて参りたいと思います。今後とも、

どうぞよろしくお願い申し上げます。
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